
ディスペンサーとは？種類・原理・選び方を徹底解

説｜産業用途の課題解決から家庭用まで

はじめに：ディスペンサーとは？役割と重要性を知る

ディスペンサーは特定の量の液体や粉体などの物質を、制御された方法で正確に、あるいは一定量ずつ吐出

するために設計された装置全般を指します。

家庭で使うハンドソープボトルから飲食店のドリンクバー、そして工場の生産ラインまで、様々な場面でデ

ィスペンサーは活躍しています。特に産業分野においては、接着剤の精密塗布、機械部品への潤滑油供給、

化学薬品の正確な分注といった工程で、ディスペンサーが重要な役割を担います。これらの装置を導入する

目的は、手作業では達成困難な高いレベルの塗布精度や分注精度を実現すること、作業時間を短縮し生産効

率を向上させること、省人化によるコスト削減、そして最終製品の品質を安定させることにあります。生産

性の向上と厳格な品質管理が求められる現代の製造現場にとって、ディスペンサー技術の活用は不可欠と言

えるでしょう。

本記事ではディスペンサーの基礎知識として、その定義から多様な種類、動作を支える原理、自社の課題解

決に繋がる最適な機器の選定方法、さらには具体的な導入事例に至るまで、包括的に解説します。

「手作業の液体塗布工程を改善したい」

「もっと手軽に、コストを抑えて自動化できないか？」

といったお悩みはありませんか？

貴社の生産ラインに最適なディスペンサー選定やカスタマイズに関するご相談は笠井製作所のお問い合わ

せフォームよりお気軽にお寄せください。課題解決に向けたご提案をさせていただきます。製品ラインナッ

プの詳細は弊社ウェブサイトでご確認いただけます。

ディスペンサーの多様な種類と用途

一口にディスペンサーと言っても、その種類は非常に多岐にわたり、私たちの生活の様々な場面や産業界で

活躍しています。用途に応じて分類してみると、ディスペンサーの多様性がより明確に理解できるでしょう。

用途に応じた分類：身近なものから専門的なものまで

最も身近なディスペンサーの例としては、家庭で使用されるソープディスペンサーやシャンプーボトルが挙

げられます。

手動ポンプ式や自動センサー式があり、一定量の液体を簡単に取り出せるように設計されています。飲食店

で見かけるドリンクバーの機械も、ボタン操作で決まった量の飲料を提供するディスペンサーの一種と言え

ます。また、オフィスや公共施設に設置されているウォーターサーバーも、冷水や温水を供給するディスペ

ンサーとしての機能を有しています。現金自動預け払い機（ATM）をキャッシュディスペンサーと呼ぶケ

ースもありますし、コンピューターゲーム「マインクラフト」にはアイテムを射出する「ディスペンサー」

という名前のブロックが登場するなど、ディスペンサーという言葉や考え方は広く浸透しています。一方で、

より専門的な分野に目を向けると、工場の生産ラインで接着剤や塗料を精密に塗布するための工業用ディス



ペンサーや、研究室で試薬を正確に分注するためのラボ用ディスペンサーが存在します。工業用や研究用の

装置は、家庭用と比較して高い精度や耐久性が要求される点で大きく異なります。

動作原理による分類

ディスペンサーが液体などを吐出する仕組み、すなわち動作原理にも様々な種類があります。

代表的な原理として、まず圧送式が挙げられます。この方式は圧縮空気などの圧力を利用して容器内の液体

を押し出すもので、エアパルス式などが含まれます。次に、容積計量式は、ポンプ内部のピストンやスクリ

ューなどを動かすことによって、毎回一定の体積の液体を計量し吐出する方式です。高精度な分注が可能と

いう特徴を持っています。非接触式は、ノズルが塗布対象物に触れることなく、液体をジェット噴射のよう

に飛ばして塗布する方式を指し、インクジェットプリンターの技術などが応用されています。また、最もシ

ンプルな構造の一つが重力式です。容器を高い位置に設置し、重力によって液体を自然に滴下させる仕組み

で、流量の調整は主にバルブで行われます。

さらに、電動式はモーターの力を利用してポンプを作動させ、液体を吐出する方式を指します。タイマー制

御などと組み合わせることで、吐出量やタイミングを電気的に精密にコントロールしやすい点がメリットで

す。これらの動作原理を理解しておくことは、用途に最適なディスペンサーを選定する上で重要な基礎知識

となります。

このように多種多様なディスペンサーの中から、お客様の特定の用途や条件に最適なものを選定するのは難

しい場合もあります。

特に工業用途でのディスペンサー選定にお悩みでしたら

笠井製作所のお問い合わせフォームからお気軽にご相談ください。

要求される精度や扱う液体に合わせて、最適なソリューションをご提案します。製品情報については弊社ウ

ェブサイトをご覧ください。

【生産技術者向け】工業・研究用ディスペンサーを深掘り

生産現場や研究開発の最前線では、液体の精密な取り扱いが製品の品質や実験結果を大きく左右します。

ここでは特に生産技術者の皆様にとって関連性の高い、工業用および研究用ディスペンサーについて詳しく

解説します。

なぜ生産現場でディスペンサーが不可欠なのか？

多くの製造現場では依然として接着剤の塗布やオイルの給油といった作業が手作業で行われている現状が

あります。

しかし手作業による塗布や滴下は、作業者による量のばらつきが発生しやすく、製品品質の不安定要因とな

る可能性があります。加えて、作業に時間がかかることで生産性のボトルネックになったり、溶剤などを使

用する場合には作業者の安全確保も無視できない課題です。

ディスペンサーを導入し、これらの液体塗布作業を自動化・省力化することは、多くの利点をもたらします。

まず、機械が常に設定された量を吐出するため、塗布量の均一性が保たれ、製品品質が安定します。



次に作業時間を大幅に削減できるため、タクトタイムの改善や全体的な生産性向上に貢献します。さらに、

作業者が危険な液体に直接触れるリスクを低減し、より安全な作業環境の構築が可能になります。結果とし

て、不良品の削減や材料の無駄遣い防止にもつながり、トータルコストの削減という経済的なメリットも期

待できるのです。

主な工業・研究用ディスペンサーの種類と特徴

工業・研究用途で利用されるディスペンサーは、要求される精度や機能に応じて、いくつかの主要なタイプ

に分類できます。

最初に挙げられるのは高精度ディスペンサーで、マイクロリットルやナノリットル単位の極めて少ない液体

量を、非常に高い精度と再現性で制御して吐出する能力を持ちます。高度な制御システムを備えており、半

導体製造における精密な封止材塗布、電子部品へのアンダーフィル材の充填、医療用デバイスの微細組立、

分析装置での試薬分注といった、高い信頼性が求められる工程で活躍します。

導入検討時には、高性能ゆえの高価格帯であることや、機種によってはクリーンな圧縮空気といった付帯設

備の準備が必要となる点を考慮に入れる必要があります。一方、簡易型ディスペンサーは、高精度ディスペ

ンサーほどの厳密な精度は不要ですが、手作業や不安定な重力滴下と比較して、より安定した塗布・滴下を

実現したい場合に最適な選択肢となります。

導入コストが比較的抑えられ、構造がシンプルで操作が容易な製品が多く、設置場所の自由度が高い点が魅

力です。一般的な接着剤の塗布作業、機械部品への定期的な潤滑油供給、製品へのインクマーキング、容器

への簡易充填といった、広範な用途でその価値を発揮します。

簡易型ディスペンサーは高価で複雑な高精度機と、精度や安定性に課題のある重力滴下方式の、ちょうど中

間に位置づけられる実用的なソリューションと言えるでしょう。この他にも、特定のニーズに応える特殊用

途ディスペンサーが存在します。

例として、非常に粘度が高いペースト状の材料を吐出できる装置、空気に触れると硬化してしまう嫌気性接

着剤専用の装置、あるいは紫外線（UV）を照射することで硬化する特殊な樹脂を扱うために設計された装

置など、使用する液体の特性に特化した様々なタイプがあります。

対応する液体の種類

ディスペンサーが取り扱う液体の種類は極めて多様です。

粘度に関しても、水のように流動性の高い低粘度液体から、接着剤やグリスのような粘り気の強い高粘度材

料まで、各ディスペンサーの機種によって対応可能な範囲が定められています。具体的に使用される液体の

例としては、様々な種類の接着剤（瞬間接着剤、エポキシ樹脂系、シリコーン系など）シール材、ポッティ

ング材、グリス、潤滑油、インク、塗料、はんだ付け用フラックス、各種溶剤などが挙げられます。

さらに、研究開発分野や特殊な製造プロセスにおいては、酸やアルカリ性の溶液、メッキ処理液、フォトレ

ジスト液、バッテリー用電解液、生化学実験で使用される試薬や細胞培養液、食品産業における液体調味料

など、特定の化学的性質を持つ液体への対応が求められるケースも少なくありません。特定の液体を使用し

たい場合には、装置の接液部を構成する材料がその液体の化学的性質に対して十分な耐性を持っているか

（耐薬品性）、そしてポンプの駆動メカニズムが液体の粘度や特性に適しているかを事前に確認することが

極めて重要になります。



生産ラインの自動化を実現したい、あるいは特定の性質を持つ液体を安定して滴下できるディスペンサーを

お探しでしょうか？

高精度な要求に応える装置から、コスト効率に優れた簡易型のソリューションまで、幅広い選択肢が存在し

ます。

笠井製作所のお問い合わせフォームより、現在抱えている課題や具体的なご要望についてお気軽にご相談く

ださい。

お客様の状況に最適なディスペンシングソリューションをご提案させていただきます。製品の詳細について

は、弊社ウェブサイトの製品情報ページでもご確認いただけます。

「ちょうどいい」が見つかる！簡易型ディスペンサーという選択肢

生産現場では常にコストと性能の最適なバランスが求められます。高精度なディスペンサーは非常に魅力的

ですが、製造ライン上のすべての工程でそこまでの厳密な精度が必要とは限りません。

反対に、従来からある重力に頼った滴下方法では、液体の粘度変化や容器内の残量によって吐出量が変動し

やすく、安定性に欠けるため、品質問題や材料の無駄遣いを引き起こす可能性があります。このような状況

において、有力な選択肢として注目されているのが「簡易型ディスペンサー」というカテゴリーの装置です。

こんな課題ありませんか？生産現場の「困った」を解決

日々の生産活動において、「高価な高精度ディスペンサーを導入するほどの予算は確保できないが、手作業

による塗布や滴下ではどうしても品質が安定しない」「重力落下式の装置を使っているが、液体の粘度変化

や容器内の液面高さによって吐出量がばらつき、頻繁な調整が必要で手間がかかる」「特定の作業者が付き

っきりになっている液体塗布工程を、もっと手軽に、そして低コストで自動化し、人的リソースを他の作業

に振り向けたい」「新しい設備を導入したいけれど、設置できるスペースが限られている」「そもそも、設

置を検討している場所に圧縮空気の供給設備がない」といった具体的な課題やお悩みを抱えている生産技術

者の方も多いのではないでしょうか。

精密すぎる必要はないけれど、不安定なのは困る、まさに「ちょうどいい」性能とコストを両立した液体供

給装置が、多くの現場で求められているのです。

簡易型ディスペンサー「チビット」とは？ - 笠井製作所の解決策

こうした現場からの切実なニーズに応えるために開発されたのが、有限会社笠井製作所の簡易型ディスペン

サー「チビット」です。

開発の原点は、「自分たちが工場の現場作業で本当に欲しかったものを作ろう」という、非常にシンプルか

つ実用的な動機でした。従来用いられてきた、缶などを吊るして行う重力滴下では吐出量が曖昧すぎ、時に

はバルブの閉め忘れによる液漏れといったリスクも伴いました。

一方で市場に存在する高精度なディスペンサーは、要求される性能を超えたオーバースペックなものが多く

導入費用も高額な上多くの場合、作動には圧縮空気の供給が必須でした。

笠井製作所は、高精度機と重力滴下との間に存在する、この大きなギャップに着目し、現場にとっての「第

３の選択肢」となるべく着想から製品化まで実に 3年の歳月を費やしてチビットを開発しました。



「価格も使いやすさもちょうどいい」というコンセプトを掲げ、独自の技術と思いを込めて作り上げた、ま

さに自慢の製品です。チビットは、基本的な機能である液体の「滴下（滴らす）」に加えてノズルから液体

を直線的に「飛ばす」こと、さらにオプション構成によっては液体を「噴霧（ミスト化）」させることも可

能であり、一台で複数の塗布・供給方法に対応できる多機能性も備えています。

チビットの強みとメリット

チビットが多くの生産現場で評価され、選ばれている背景には他のディスペンサーにはない独自の強みとメ

リットが存在します。

特筆すべき点として、まず多くのモデルで圧縮空気が不要であることが挙げられます。エア配管設備がない

場所でも、利用可能な電源さえ確保できれば容易に設置でき、導入に伴う手間や追加工事のコストを大幅に

削減できます。

また、ペール缶のような大容量の容器から直接液体を吸引して供給できるため、頻繁な液体の小分け作業が

不要となり、作業効率の向上と労力削減に貢献します（対応モデルや液体の種類によります）

さらに、ポンプの種類を選択することで、水や油はもちろんのこと、各種薬剤、有機溶剤、そして酸やアル

カリといった腐食性を持つ液体に至るまで、非常に広範な種類の液体に対応できる柔軟性は、大きなアドバ

ンテージです。対応可能な液体の粘度範囲も広く、水のような低粘度液体から、ある程度の粘性を持つ中粘

度液体（目安として最大 10 Pa/ｓ程度）まで、幅広い材料を扱うことができます。装置本体は手のひらに

も乗るほどの小型・コンパクトな設計であり、生産ラインの限られたスペースにも容易に組み込むことが可

能です。

操作性においては、二つのタイマーを用いて直感的かつ容易に滴下時間や滴下間隔を設定できるなど、専門

知識がない方でも簡単に扱えるシンプルさを重視しています。高精度なディスペンサーと比較して導入コス

トを大幅に抑制できる点も、コスト効率を重視する生産現場にとっては非常に大きな魅力となります。

加えて、笠井製作所では標準仕様の製品提供だけでなく、お客様それぞれの固有のニーズや生産ラインの状

況に合わせたカスタマイズやシステムインテグレーションの相談にも柔軟に対応しており、最適な液体供給

ソリューションの構築を強力にサポートします。

失敗しない！自社に最適なディスペンサーの選び方

多種多様なディスペンサーが市場に存在する中で、自社の目的や生産条件に本当に合致した一台を選び出す

作業は、投資対効果を最大化し、期待通りの業務改善を実現するために非常に重要です。

ここでは、最適なディスペンサーを選定する際に確認すべき具体的なポイントを順に解説していきます。

① 目的と必要な精度・吐出量を明確にする

ディスペンサー選定の出発点は、「何のためにディスペンサーを導入するのか」という使用目的を具体的に

定めることです。

例えば、電子基板上の微細な部品へマイクロリットル単位で接着剤を塗布する工程と、製造ライン上で機械

部品へ定期的に潤滑油を供給する工程とでは、求められる吐出精度や一回あたりの吐出量は大きく異なりま

す。



必要以上のスペックを持つ高精度な装置は導入コストが高くなる傾向がありますし、逆に要求される精度を

満たせない装置では、製品の品質不良や歩留まりの低下といった問題を引き起こしかねません。

どの程度の精度（例：目標値に対して±何パーセントの誤差範囲か）や吐出量（例：1ショットあたり何ミ

リリットルか、1分あたり何リットルかなど）が自社の工程で必要なのかを事前に具体的に定義することが、

適切な機種を選び出すための最初のステップとなります。

② 扱う液体の特性（粘度、化学的性質など）を確認する

次に、ディスペンサーで扱う予定の液体について、その物理的・化学的な特性を詳細に把握しておく必要が

あります。

特に重要な要素が液体の粘度（粘り気の度合い）です。水のようにサラサラとした低粘度の液体と、接着剤

やグリスのように粘り気が強く流れにくい高粘度の液体では、効率よく安定して吐出するために適したポン

プの方式やノズルの設計が根本的に異なります。

また、液体の化学的な性質、例えば強い酸性やアルカリ性を示す液体、あるいは特定の有機溶剤などは、装

置の液体が接触する部分（接液部）の材質を腐食させたり、膨潤させたり、変質させたりする可能性があり

ます。

使用する液体に対して十分な耐性を持つ材質（例えば SUSや PTFEなど）で構成されたディスペンサーを

選定することが、装置の故障を防ぎ、長期的に安定して稼働させるためには不可欠な条件です。液体中に微

細な粒子が含まれているか（スラリー状か）、揮発性が高いかなども、ポンプ方式やノズル形状、システム

の密閉性などを検討する上で考慮すべき液体の特性です。

③ 設置環境と付帯設備（電源、エア供給など）を確認する

ディスペンサーを実際に設置する予定の場所の環境条件も、事前に確認すべき重要な項目です。

装置本体を置くために必要なスペースが十分に確保できるか、作業スペースや周辺機器との干渉はないか、

また、設置場所の温度や湿度が装置の正常な動作範囲内であるかなどをチェックします。特に注意が必要な

のは、装置を動かすための動力源です。

多くの高精度ディスペンサーやエア圧を利用して液体を押し出すタイプの装置は、動力源として清浄で安定

した圧力の圧縮空気を必要とします。もし設置を予定している場所にエア配管の設備がない場合、新たにコ

ンプレッサーの設置や配管工事が必要となり、予期せぬ追加コストや導入までの時間が発生する可能性があ

ります。

一方で、家庭用コンセントなどの電源のみで動作する電動式のディスペンサーであれば、圧縮空気の供給設

備がない場所でも比較的容易に設置できるため、導入のハードルは格段に低くなります。必要な電源の電圧

（本体は DC24V AÇアダプターやスイッチングパワーサプライによる DC供給）や容量についても、事前

に確認しておくことが重要です。

④ 操作性・メンテナンス性を考慮する

実際にディスペンサーを日々操作し、管理する現場の作業者にとって、装置の操作が簡単であることは非常

に重要な要素です。



設定項目が多岐にわたり複雑な操作が求められる装置は、操作ミスを誘発するリスクがあるだけでなく、作

業者が使い方を習熟するまでに時間とトレーニングが必要になる場合があります。タイマー設定や流量調整

などが直感的に行えるシンプルなインターフェースを持つ機種や、設定値の変更が容易な機種を選択するこ

とで、導入後のスムーズな立ち上げと安定した運用が期待できます。加えて、日常的なメンテナンスのしや

すさも、長期的な運用を見据えた場合に必ず確認すべきポイントです。

消耗部品（チューブ、ノズル、パッキンなど）の交換頻度や交換作業の難易度、装置の清掃のしやすさ、そ

して消耗品や交換部品の入手性や価格などを事前にメーカーに確認しておくと、将来的に発生する運用コス

トやメンテナンスの手間を予測しやすくなります。

⑤ 予算とコストパフォーマンスを比較検討する

ディスペンサーの導入には、当然ながら初期投資としての装置購入費用が発生します。そのため、事前に導

入にかけられる予算枠を明確に設定しておくことが大切です。

ただし選定にあたっては、単純な装置本体の価格の安さだけにとらわれるのではなく、装置の性能や機能が

要求を満たしているか、耐久性は十分か、そして導入によってどのような効果（例：製品品質の向上、作業

工数の削減、材料ロスの削減など）が期待できるのかを総合的に評価し、コストパフォーマンス、すなわち

費用対効果を見極めるという視点が不可欠です。

初期導入費用は安価であっても、頻繁なメンテナンスが必要であったり、消耗品のコストが高かったりする

場合や、期待していた性能が得られず、結果的に別の装置への買い替えが必要になってしまうケースも考え

られます。

⑥ メーカーのサポート体制（テスト機貸出、カスタマイズ対応など）を確認する

最適なディスペンサーを選定するプロセスにおいて、メーカーが提供するサポート体制は非常に心強い味方

となります。

導入を決定する前に、実際の使用環境に近い条件で装置の性能や使い勝手を試すことができるか（例えば、

テスト機の貸し出し制度の有無）自社で使用予定の特殊な液体を用いて吐出テストを実施してもらえるか、

といった点は、失敗を防ぐために重要な確認項目です。

また標準仕様の製品では自社の要求仕様を完全に満たせない場合に、特定の機能を追加する、あるいは既存

の生産設備とスムーズに連携させるためのカスタマイズやシステムインテグレーションに、メーカーがどの

程度柔軟に対応してくれるかも、選定における重要なポイントとなり得ます。

導入後の操作指導やトラブル発生時の対応、定期的なメンテナンスに関するサポート体制がどの程度充実し

ているかも、事前に確認しておくと長期的に安心して装置を使用できます。例えば、笠井製作所では、お客

様が実際に使用される液体を用いた送液実験の実施や、性能を事前評価できるテスト機の無料貸し出し（1

週間）さらにはお客様固有のニーズに合わせた装置のカスタマイズやシステム構築に関するご相談にも積極

的に対応しています。

最適なディスペンサー選びは、生産効率や製品品質を大きく左右する重要なプロセスです。

「数ある機種の中からどれを選べば良いか判断が難しい」「自社で使っている特殊な液体や、特定の工程に

本当に合うのか不安だ」といったお悩みをお持ちの場合は、経験豊富な専門メーカーに直接相談することが、

解決への近道となるでしょう。



笠井製作所のお問い合わせフォームでは、お客様の現在の状況や課題を詳しくお伺いした上で、最適な機種

の選定から、必要に応じたカスタマイズのご提案まで、トータルでサポートさせていただきます。

どうぞお気軽にお問い合わせください。製品の基本的な仕様やラインナップについては、笠井製作所のウェ

ブサイトでも詳細をご覧いただけます。

まとめ：最適なディスペンサー選びで生産性を向上させよう

本記事ではディスペンサーの基本的な定義に始まり、家庭で使われる身近なものから、工業・研究分野で活

躍する専門的な装置まで、その多様な種類と、圧送式や容積計量式といった様々な動作原理について解説を

進めてきました。

特に生産現場に携わる技術者の皆様にとっては、自社の製造ラインや研究開発プロセスに対して最適なディ

スペンサーを選定するという作業が、製品品質の安定化、作業効率の飛躍的な向上、そして最終的なコスト

削減を実現する上で、いかに重要であるかをご理解いただけたことと存じます。

手作業による液体塗布や供給が抱える課題を克服し、生産工程の自動化を推進する上で、ディスペンサーは

間違いなく強力なツールとなり得ます。しかしながら、市場には超高精度なモデルから比較的シンプルな簡

易型まで、実に幅広い選択肢が存在するため、導入の目的、取り扱う液体の詳細な特性、設置場所の環境条

件、確保できる予算などを総合的に勘案し、慎重に機種選定を行うプロセスが不可欠です。適切なディスペ

ンサーを選択するという行為は、単なる設備投資にとどまらず、生産プロセス全体の最適化を図り、ひいて

は企業の競争力を強化することにも繋がる重要な意思決定なのです。

「多種多様なディスペンサーの中から、どの機種が自社の特定の用途に最も適しているのか判断が難しい」

「要求される精度はそれほど高くないが、現在の手作業よりは格段に安定した塗布・滴下を実現したい」「可

能な限り導入コストを抑えつつ、効果的な自動化を進めたい」といった具体的なお悩みやご要望をお持ちで

したら、ぜひ一度、液体供給装置の専門メーカーに相談してみることをお勧めします。

有限会社笠井製作所では、まさに現場の「ちょうどいい」というニーズから生まれた簡易型ディスペンサー

「チビット」をはじめとして、お客様が抱える様々な課題の解決に貢献できるソリューションをご提案して

います。導入前の評価に役立つテスト機の貸し出しサービスや、お客様が使用予定の特殊な液体を用いた送

液テストの実施、さらには標準仕様にはない機能追加やシステム連携といったカスタマイズに関するご相談

も随時承っております。

こちらの専用お問い合わせフォームより、まずはお客様の状況やご希望について、お気軽にご連絡いただけ

れば幸いです。

提供している製品の詳細な仕様やラインナップにつきましては、笠井製作所の公式ウェブサイトにてご確認

いただけます。


